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研究成果の概要（和文）： 

 本研究の基礎となる基盤研究(C)(2004-2007 年度) の敵対・紛争の数理モデルとシミュレー

ションモデルを抜本的に進展させて、共生と自律の振幅について内部モデル原理に基づくプロ

トタイプモデルを構築した。 

 まず、数理モデリングアプローチにより、ハイパーゲーム、ドラマティックモデルを含む広

範囲の数理的アプローチに対して、 例えば、ゲーム理論は客観的内部モデルを仮定することを

指摘するなど、内部モデル原理の視点から体系化を行い、モデル化の骨格を飛躍的に革新した。 

 次に、シミュレーションアプローチにより ランドスケープモデルと敵対分析プログラムを融

合して、革新的な自律と共生の振幅のプロセスを記述する革新的なソフトウエアを開発した。 

 さらに、PSM: 問題構造化手法)実際の問題を構造化し、それらを特徴づける基本構造とパラ

メータを明らかにした。 

 以上により、自律と共生の折り合いに対して、数理的モデル・シミュレーションモデル・問

題構造化手法 の内部モデル原理による統合という着想を定着させ、そのプロトタイプを完成さ

せ、合わせて 3年間の研究の出発点として、企業間関係・国際関係など幅広い問題状況に対し

て、自律と共生を記述するだけでなく、共生の達成の処方箋を提供できるように周到な計画を

行った。  
 
研究成果の概要（英文）： 

By extending the previous research on mathematical and simulation modeling of 
confrontation and conflict supported by Grant-in-Aid for Scientific Research (C) from 
2004 till 2007, the present research project successfully constructed prototype modeling 
of symbiosis and autonomy of co-opetition agents based on the internal model principle.  
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１．研究開始当初の背景 

• 安全安心で心豊かな社会の実現には、個人
から国家まで様々な意思決定主体が、自律性
を持ちつつ共生してゆくメカニズムの解明
がきわめて重要である。ここで、共生
（symbiosis) とは、多様な価値観を持った
複数の自律的な決定主体が、多様な関係をも
ちながら調和を保って共存することと定義。
そのため、（１）多主体間の接近度（結びつ
きの強さ）に関連する側面と、（２）ある主
体の存在が他の主体にとって「利益と損害を
与えるのか」という関係の「質」に関する側
面に注目。 

 

• これまでの主なアプローチ・モデルには、
ドラマモデル、ゲーム理論、ハイパーゲーム、
コーペティション、モデル問題構造化手法
(PSM)、エージェントベースシミュレーショ
ンがある。 

 

• 従来の研究では、自律と共生に向けられて
いる関心はきわめて不十分である。たとえば
ゲーム理論に基づくコーペティション（バリ
ー・J. ネイルバフら）の概念は、幅が不十
分であるだけでなく、処方的な提言までは至
っていない。 

 

• それに対して、本研究は、共生と自律を中
心に、敵対から協力まで多主体間の多様で幅
広い関係を、「内部モデル」という共通概念
に基づき、数理・シミュレーション・構造化
の諸モデルを統一的・包括的にあつかった、
自律的主体の共生への統一的・包括的モデリ
ングアプローチを提案するものであり、きわ
めて斬新な取り組みである。 

 

• 内部モデルとは、各決定主体が主観的に構
築する環境に関する解釈モデルを意味する。
応募者が主張する内部モデル原理とは、「各
主体は、自らの内部モデルに基づき意思決定
を行うが、その過程で他者との非整合性が対
立・敵対状況を生み、それを動的に書き換え
ることで学習・相互理解を進める」とする行
動原理である。 

 

２．研究の目的 

個人、集団、組織（企業）あるいは国家など
の多様な価値観を持った複数の決定主体が、
自律性・主体性を維持・主張しながら共生す
る状況を記述・解析・支援するために、「内
部モデル」原理に基づき数理モデル・シミュ
レーションモデル・問題構造化手法(PSM)の 3

手法を統合したアプローチを開発するとと
もに、現実への適用を行うことを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1)意思決定主体間の敵対・非協力・自律・
共生・協力という幅広い範囲の問題の構造と
過程を統一的に明らかにするために、構造を
定式化する数理モデル、問題の動的過程を記
述・予測するシミュレーション手法、価値観
の折り合いを支援する問題構造化手法(PSM)
の 3つの手法を、内部モデル原理を共通の基
盤概念として統合する。 
(2)それにより、交渉、コミュニケーション
および相互理解・学習が共生と自律に折り合
いをもたらすメカニズムを明らかにし、共生
の実現を支援する具体的な提言を行う。 
 
各年度計画として、以上の研究方法を以下の
ようにブレークダウンした。  
初年度(平成 20年度)は、今後の研究体制を
確立するとともに、これまでの基盤研究
(C)(平成 17-19年度) の成果に基づき、本格
的なモデル化のプロトタイプを完成させる。
平成 21 年度はプロトタイプの適用と概念の
操作化を本格的に行い、 最終年度(平成 22
年度)には 3つのアプローチを統合するとと
もに、それに基づき具体的な提言を作成する。 
 
４．研究成果 
〔2008年度の実績〕 
本研究の基礎となる基盤研究(C)(2004-2007 
年度) の敵対・紛争の数理モデルとシミュレ
ーションモデルを抜本的に進展させて、共生
と自律の振幅について内部モデル原理に基
づくプロトタイプモデルを構築した。 
• (数理モデリング)  ハイパーゲーム、ドラ
マティックモデルを含む広範囲の数理的ア
プローチに対して、 たとえは、ゲーム理論
は客観的内部モデルを仮定することを指摘
するなど、内部モデル原理の視点から体系化
を行い、モデル化の骨格を飛躍的に革新した。 
• (シミュレーション) ランドスケープモデ
ルと敵対分析プログラムを融合して、革新的
な自律と共生の振幅のプロセスを記述する
革新的なソフトウエアを開発した。 
• (PSM: 問題構造化手法)実際の問題を構造
化し、それ らを特徴づける基本構造とパラ
メータを明らかにした。 
• 以上により、自律と共生の折り合いに対し
て、数理的モデル・シミュレーションモデ
ル・問題構造化手法 の内部モデル原理によ
る統合という着想を定着させ、そのプロトタ
イプを完成させ、合わせて 3年間の研究の出
発点として、企業間関係・国際関係など幅広
い問題状況に対して、自律と共生を記述する
だけでなく、共生の達成の処方箋を提供でき
るように周到な計画を行った。  
 
〔2009年度の実績〕 
初年度で構築した数理・シミュレーションモ



デル・PMSの3手法のプロトタイプを用いて、
具体的な共生と自律のジレンマを対象に解
析した。その結果、得られた構造と変数の特
徴を解析し、自律から敵対関係を創発させる
メカニズムの特殊性とモデルの普遍性をバ
ランスさせ、プロトタイプを改善し、より精
緻で応用範囲の広い数理的およびエージェ 
ントベース・シミュレーションモデルを開発
した。 
 
〔2010年度の実績〕 
プロトタイプの結果と現実との突き合わせ
により、最終的な統合モデルを開発した。こ
のモデルは、状況の条件、当事者の特性およ
び行動ルールを柔軟に設定できるパラメト
リックなモデルとすることができた。その結
果、開発した革新的な「共生と自律を記述・
予測するエージェントベース・シミュレーシ
ョンモデル」を具体的な現実の文脈に適用し、
共生実現の処方箋を導くことができた。 
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